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平成２６年度 堺市障害者自立支援協議会 第１１回 障害当事者部会 

議事概要 

 

日時 平成２７年３月２５日（水） １４：００～１６：００ 

場所 堺市総合福祉会館 ５階 第３研修室Ｂ 

出席者 

（敬称略） 

茅原、白石、辻本、乕田、野崎、川渕、松本、丸野、梅田、

前田、吉村 

欠席者 

（敬称略） 
三田、谷口 

支援者 ボランティア１名 

事務局 【堺市障害施策推進課】森、加唐、杉本 

事務局補助 【総合相談情報センター】黒木、上田、小出 

傍聴 ９名 

 

● 今年度のまとめについて 

【部会長から】 

・前回の当事者部会の意見を踏まえて「平成２６年度障害当事者部会 まとめ（案）」を

修正させて頂いた。取り消し線部分は、削除し、下線部分については追加させて貰っ

た。 

・内容は長々と書かずにコンパクトにまとめた。 

・何か加えたい文などあれば、意見をお願いします。 

 

【委員から】 

・あまりにコンパクト過ぎず、ちょうど良いと思う。 

・議事録がホームページに載っているし、「まとめ」としたら良いと思う。 

・Ｐ４ 下から３行目「議論しました。」を「議論した。」に修正する方が良い。 

 ⇒・出席全員了承。もし、その他修正点があれば事務局までお願いします。４月の当

事者部会で確定し、５月の市協議会へ提出することとなった。 

 

● 来年度の活動内容について 

【部会長から】 

・当事者交流会の日程を決めたい。内容は後日に決めていく。 

  ⇒場所は、堺市産業振興センター（旧じばしん南大阪）。時間は午後２時から４時まで。

会議の日程を交流会に充てることなり、９月３０日（水）に決定。 

 

【事務局から】 

・７月の当事者部会で、市長との交流会を行なう可能性が高い。まだ確定ではないが、

その予定で、交流会タイムスケジュールを事前に検討しておく必要がある。市長は毎

週水曜日午後２時から会見を行なうので、会見終了後（午後３時～午後４時）に当事

者部会に来て貰い、交流会となる。 

【部会長から】 
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・来年度末が、任期の更新時期となるので、委員の次期就任意向確認後、必要であれば

委員公募を行なう流れになる。 

 

【事務局から】 

・例年は１０月中旬に意向依頼し、１１月下旬には意向確認を集計している。今回は、

募集期間をなるべく長く確保出来たら良いと思う。 

 

【部会長から】 

・今後、活性化のためにも障害枠のことを検討したい。発達障害の枠についてなど議論

したい。 

【委員から】 

 ・活性化は分かるが、規約は、頻繁に変えない方が良い。まず行なうのは、今ある規約

内で活性する方法を探るほうが良い。 

 ・発達障害という枠を作る必要があるかどうか。例えば、視覚障害と下肢障害とでは考

え方も違うし、抱えている悩みも違う。身体障害には色々な障害があるけど、障害枠

を細分化すると言い出したら切りがない。知的と精神障害枠に発達障害の方に入って

貰っても良いのではないか。規約を変える必要があるならば、変えても良いと思う。 

 ・障害枠のバランスを気にするのであったら、私は重複障害なので、別の障害枠に移っ

ても良いが、あまり意味はないと思う。 

 ・発達障害の方は、基本的に知的障害者手帳か、精神障害者手帳を持っているので、公

募の際に、「発達障害を含む」と記載していれば良いのかなと思う。 

 ・障害枠の線引きは不要な気もするが、募集する時の目安は必要となるだろう。 

 

【部会長から】 

 ・防災について今後も話し合いたい。これは永遠のテーマだと思う。 

 

【委員から】 

 ・避難所に期待せず、家に留まる人がほとんどと聞いた。 

 ・医療的ケアが必要な人もいるから、避難所に 

 ・なので、逆に考えて、家に留まっている人を支える仕組みを作ったらどうか。 

 

【部会長から】 

 ・福祉計画のわかりやすい版の作成や、平成２７年度４月から施行される障害者差別解

消法の勉強会、視察についても検討を行いたい。 

 

● ブログについて 

・ブログの更新がないため、省略。 

 

● 茶話会 

【委員から】 

 ・堺市のホームページは、階層が多いし、カテゴリーで分けているのか、されていない

のかも分かりにくい。字の大きさもバラバラ。 

 ・協議会のホームページは、技術的な問題もあるけど、デザインをどっちに寄りにする

かなんです。「わかり易く」するのか、「触り易く」するのか。今はどっち寄りでもな
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い。レイアウトを変更するよりも、スマートフォンに対応して欲しい。「わかりやすい

ページ」欄も更新されていない。印刷するにしても印刷しにくい。日本の官公庁関係

のホームページは、ほとんど見にくい。音声の読み上げ機能など追加して欲しい。せ

めて縦並びにして欲しい。 

 ・パソコンで見るより、スマートフォンで見ることが多い。 

 ・難病の方は、身体、知的、精神障害者と少し違って、軽い難病であっても、発生率が

低い疾患ほど助成対象となって、発生率が高い疾患は、対象とならない。薬も高価。 

 ・今年度は、選挙管理委員会の方とお話しをしたが、実際に投票所に行って、どうだっ

たかを部会で話しても面白いかもしれない。 

  

【事務局から】 

 ・難病の方は、身体障害者手帳を取得されている方が多い。難病だけで福祉サービスを

利用されている人は、堺市で数名。 

 ・投票所には、コミュニケーションボード配置や投票事務に携わる人には、「介助等が必

要な方への対応マニュアル」が事前に資料配布された。 

 

【１年間を振り返って、委員から】 

 ・勉強になることが沢山あって、交流にもなるし、楽しかった。 

 ・あっという間の１年間だった。ひっそり穏やかに今後も過ごしたい。 

 ・長期計画「わかりやすい版」を別の会議で「わかりやすい」と褒めて貰った。プロジ

ェクトチームで３回集まって作った意義があったと思う。 

 ・今後も頑張っていきたい。 

 ・勉強になる。意見を言えるように頑張りたいです。 

 ・最近忙しくなってきた。出来るだけ参加しますので、よろしくお願いします。 

 ・今年の部会は、外部（選挙管理委員会など）からの意見聴取が多かった。それは部会

の役割の一つだと思っているので、そのように頼られることは良いことだと思う。来

年度も、ここの部会に来たら、当事者の声が聞けるということを周りに知らしめるこ

とが出来たらなあと思う。 

 ・病気などで参加できない委員の顔か見られないのは残念だなと思っている。早く復帰

して欲しいなあと思っている。色んなところから意見を求められるが、それがどう活

かされているのか、その後の情報なども集めていくことも必要だと思う。堺市のホー

ムページは不親切で、分かりにくい。大阪府や厚労省の「ホームページを参照してく

ださい」とだけ掲載されているのがある。情報を伝えるというのは行政の役割だと思

うので、その辺りはしっかりやって欲しいなあと思う。 

 ・勉強になった。色んな障害の方に出会えて、色んな違いとかが分かって、一緒にやっ

ていくことが、とても良いことだと思った。長期計画「わかりやすい版」プロジェク

トチームで、自分の意見が反映されることは、とても嬉しかった。 

 ・来年度で８年目になる。これからも続けようと思う。市長との交流もしたいです。よ

ろしくお願いします。 

 

● 次回 障害当事者部会 当事者交流会 

・４月２２日（水）１４：００～１６：００ 堺市総合福祉会館 ５階 第２研修室 

 


